
表 紙

９月１日 現在 前月比

男 7,613人 (－16)

女 7,883人 (－19)

計 15,496人 (－35)

世帯数 5,408戸 (－５)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ３人
死亡…… 28人
転入…… 21人
転出…… 31人
婚姻…… １組

市の人口と世帯
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人？かかし？西原地区でたしかめて！
西原地区では昨年から、地域を明るく元気にしようと地

区民に呼びかけてかかし作りをしています。今年は素朴で
個性的な73体のかかしが､家の前や田畑などに出現しました｡
畑作業しているおばあちゃんそっくりのかかしや、道端

でひと息ついているおじさんなど、行き交う人の目を楽し
ませています。のどかな田園風景の中に溶け込んで、人な
のか、かかしなのか、見分けがつかなくなってくる、不思
議なかかしの郷に迷い込んでみませんか。

(８月27日西原地区にて)
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７
月
27
日
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
、
深
夜
に
大
雨
警
報
レ
ベ
ル
に
達
し
た
た

め
、
午
前
８
時
45
分
に
菅
根
市
長
を
本
部
長
と
す
る
警
戒
対
策
会
議
を
開
き
、

午
前
10
時
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
避
難
準
備
情
報
を
発
令
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
雨
は
降
り
続
き
、
28
日
夜
に
は
最
上
川
中
流
に
氾
濫
警
戒
情
報
が
発
表
さ

れ
、
毒
沢
地
区
民
が
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

翌
７
月
29
日
に
は
雨
が
お
さ
ま
っ
た
も
の
の
、
大
石
田
町
区
域
の
最
上
川
が

氾
濫
。
尾
花
沢
市
と
大
石
田
町
に
配
水
さ
れ
て
い
る
上
水
道
の
水
源
施
設
で
あ

る
「
豊
田
水
源
場
」
が
冠
水
し
、
施
設
内
に
濁
水
が
入
り
込
ん
だ
た
め
、
尾
花

沢
地
区
（
二
藤
袋
を
除
く
）
と
福
原
地
区
全
体
で
断
水
と
な
り
ま
し
た
。
断
水

と
同
時
に
始
ま
っ
た
給
水
活
動
に
は
、
市
内
外
の
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
給
水
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
各
所
で
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
道
路
路
肩
の
崩
壊
が
起
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
最
上
川
流
域
に
あ
る
水
田
や
ス
イ
カ
畑
が
浸
水
す
る
な
ど
、

主
に
福
原
地
区
で
農
地
や
農
業
施
設
に
も
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

市
で
は
、
被
災
状
況
の
共
有
と
市
民
の
安
全
を
目
的
と
し
た
災
害
対
策
本
部

を
設
置
。
被
害
状
況
の
調
査
や
被
災
箇
所
の
復
旧
作
業
、
支
援
対
策
な
ど
を
進

め
、
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲泥をかぶって一面白くなった水田(毒沢）

【指定避難所】
サルナート １人
寺内多目的集会施設 17人
環境衛生センター 28人
さくら保育園 ２人
宮沢小学校 １人
宮沢地区公民館 ２人
宮沢地区地域福祉交流センター １人
上柳健康増進施設 １人
ときわ保育園 ６人
旧鶴子小学校 ３人
【一時避難所】
市野々公民館 ９人
細野地区集落センター ３人

７月28日(火)
０：21 大雨警報、洪水注意報
10：00 五十沢、田沢、牛房野、寺内１、南沢、丹生１・

２、高橋、中刈、矢越、市野々、岩谷沢、寺町、
九日町、畑沢、細野、鶴子２・４に対し、避難
準備・高齢者等避難開始を発令

10：05 土砂災害警戒情報発表【警戒レベル４相当】
11：50 銀山地区に現地対策本部設置
12：10 五十沢、九日町、畑沢、細野、鶴子２・４に避

難勧告
12：30 田沢、牛房野、寺内1、南沢、丹生1・2、高橋、

中刈、矢越、市野々、岩谷沢、寺町に避難勧告
19：15 毒沢地区に避難準備・高齢者等避難開始を発令
20：20 最上川中流氾濫警戒情報
21：10 最上川中流氾濫危険情報【警戒レベル４相当】

７月29日(水)
０：16 最上川中流氾濫発生情報【警戒レベル５相当】
２：00 最上川の水位が大石田観測所で観測史上最高の

18.59ｍを記録
４：00 豊田水源場(大石田町)が冠水
６：27 土砂災害警戒情報解除
６：40 土砂災害に伴う避難勧告を解除
９：00 上水道区域全域が断水（尾花沢市では二藤袋を

除く尾花沢地区、福原地区合わせて3,300世帯）
市内各所に給水所開設

16：15 毒沢地区の避難準備・高齢者等避難開始を解除

８月１日(土)
13：50 豊田水源場自動運転開始
15：10 尾花沢市向坂、横内通水。以後尾花沢市内各方

面で順次通水。

８月２日(日)
19：00 南沢通水により、尾花沢全域通水完了。

給水活動終了
避難状況

【主な経過と対応状況】

▲農政局立会いの下、揚水施設の被災状況確認(大海平）

▲増水し、散策路の一部まであふれた銀山川(銀山）

▲住宅に迫る最上川(名木沢）

主な被害状況(８月31日現在)

住家被害 床上浸水２件（名木沢1件、芦沢１件）
床下浸水２件（名木沢1件、荻袋開拓１件）

上 水 道
尾花沢地区（二藤袋除く）、福原地区合わせて
3,300世帯で断水
7/29(水)９:00→８/２(日)19：00完全復旧

道路被害
市道法面崩落(４カ所）、市道路肩崩落等(６
カ所）、大沢川護岸崩落、自宅裏山崩れ（細野
地区）等

農地被害 揚水機場浸水(５件）、水田・農道・水路への
冠水、土砂堆積 等



【給
水
支
援
】

●
岩
沼
市
(災
害
協
定
)
●
大
崎
市
(災
害
協
定
)
●
加
美
町
(災
害
協
定
)

●
気
仙
沼
市

●
村
山
市

●
南
陽
市

●
舟
形
町

●
日
本
水
道
協
会
(山
形

市
・
上
山
市
・
天
童
市
・
東
根
市
)
●
陸
上
自
衛
隊
第
６
師
団
第
20
普
通
科
連
隊

●
尾
花
沢
大
石
田
管
工
事
協
同
組
合
(災
害
協
定
)
●
北
村
山
高
等
学
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
(給
水
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

【支
援
物
資
等
寄
附
】

●
山
形
県
(乳
幼
児
ミ
ル
ク
用
飲
料
水
500
㎖
１
千
128
本
、
ポ
リ
タ
ン
ク
304
個
)

●
岩
沼
市
(ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水
13
箱
)
●
相
馬
市
(飲
料
水
１
ℓ
７
千
539

本
・
600
㎖
１
万
８
本
・
1.5
ℓ
１
千
512
本
)
●
気
仙
沼
市
(飲
料
水
２
ℓ
１
千
本
)

●
㈱
お
ー
ば
ん
(飲
料
水
２
ℓ
600
本
)
●
山
形
新
聞
社
(飲
料
水
用
ビ
ニ
ー
ル
袋

100
枚
、
タ
オ
ル
150
本
)
●
㈱
オ
オ
バ
(飲
料
水
２
ℓ
480
本
・
555
㎖
480
本
)
●
㈱

ジ
ョ
ー
ジ
ア
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ー
ズ
(天
然
炭
酸
水
500
㎖
１
千
本
)
●
㈱
東
北
消
防

設
備
(飲
料
水
500
㎖
240
本
)
●
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
㈱
(飲
料
水
２
ℓ
60
本
)

●
㈱
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
(飲
料
水
２
ℓ
30
本
)
●
㈱
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
村
山
支
店

(飲
料
水
２
ℓ
18
本
)
●
㈱
ス
ズ
ケ
ン
山
形
支
店
(飲
料
水
２
ℓ
６
本
)
●
田
辺

三
菱
製
薬
㈱
山
形
営
業
所
(飲
料
水
２
ℓ
６
本
)
●
大
日
本
住
友
製
薬
㈱
東
北
支

店
山
形
営
業
所
(飲
料
水
２
ℓ
６
本
)
●
㈱
ツ
ム
ラ
仙
台
第
二
支
店
山
形
営
業
所

(飲
料
水
２
ℓ
12
本
)
●
久
光
製
薬
㈱
仙
台
支
店
(飲
料
水
２
ℓ
６
本
・
500
㎖
２

本
)
●
(公
社
)山
形
県
栄
養
士
会
(乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
200
㎖
60
缶
)
●
仙
台

市
福
住
町
内
会
(飲
料
水
２
ℓ
168
本
・
500
㎖
200
本
、
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
100
食
)

●
奥
州
水
沢
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〝心
〞ほ
ど
ー
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(飲
料
水
２
ℓ

120
本
・
600
㎖
48
本
)
●
気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷
地
域
振
興
会
有
志
(飲
料
水
２
ℓ

330
本
)
●
仙
台
市
Ｔ
氏
(タ
オ
ル
１
箱
)

【見
舞
金
】

●
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
㈱
100
万
円

●
生
活
協
同
組
合
全
国
都
市
職
員
災
害
共
済
会

20
万
円

●
山
形
県
市
長
会
(全
国
市
長
会
)10
万
円

●
紺
野
栄
作
60
万
円

●
梶
熊
昭
夫
５
万
円

断水地域の住民へ、利用時間延
長、利用料金割引・無料化の支援
をいただきました。
●村山市「碁点温泉」
●舟形町｢若あゆ温泉清流センター」
●東根市｢さくら湯」
●銀山温泉「しろがね湯」
●花笠温泉「ふくの湯」
●徳良湖温泉「花笠の湯」
●花笠高原荘「御所乃湯」

断水期間中の入浴支援

インターネットのふるさと納税
仲介サイトに災害支援ページが開
設され、たくさんのご寄附をいた
だいています。
●ふるさとチョイス
(７月31日～12月31日まで）

●さとふる
●楽天ふるさと納税

ふるさと納税
｢災害特設サイト｣からのご支援

あ
た
た
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▲北村山高校生による給水ボランティア▲陸上自衛隊第6師団による給水支援

▲山形県より赤ちゃんのいる世帯へ乳児ミル
ク用飲料水配布が行われました。

▲市役所の受水槽へ毎日給水を行い、24時
間トイレを解放しました。

▲たくさんの自治体・団体から飲料水等を寄
附いただきました。（写真は福島県相馬市
から運ばれた飲料水）

▲たくさんの自治体・団体から給水活動支援
をいただきました。（写真は友好都市宮城
県岩沼市）
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※
敬
称
略
・
順
不
同
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豊
島
陽
太
郎
氏
(荒
町
)が
地
方
自
治

功
労
に
よ
り
｢瑞
宝
双
光
章
｣を
受
章
さ

れ
、
７
月
22
日
に
豊
島
氏
宅
で
叙
勲
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豊
島
氏
は
昭
和
27
年
に
常
盤
村
役
場

職
員
と
し
て
入
庁
し
、
34
年
に
わ
た
り

尾
花
沢
市
職
員
と
し
て
務
め
ら
れ
た
後
、

昭
和
61
年
９
月
か
ら
平
成
５
年
３
月
ま

で
の
６
年
６
カ
月
の
間
、
尾
花
沢
市
助

役
と
し
て
市
政
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

※
瑞
宝
章

ず
い
ほ
う
し
ょ
う

…
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し

功
労
が
あ
り
、
特
に
公
務
等
に
永
年

に
わ
た
り
従
事
し
、
功
績
を
あ
げ
た

方
に
授
与
さ
れ
る
章
で
す
。

こ
の
た
び
、
山
形
県
建
設
技
術
協
会

が
主
催
す
る
｢山
建
賞
｣に
、
市
町
村
工

事
の
道
路
部
門
で
、
三
共
開
発
㈱
が
施

工
し
た
平
成
30
年
災
第
8351
号
市
道
Ⅳ－

461
号
線
寺
山
橋
梁
災
害
復
旧
工
事
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
30
年
８

月
の
大
雨
の
際
に
被
災
し
た
岩
谷
沢
地

区
の
寺
山
橋
を
、
地
区
民
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
橋
と
橋
台
と
を
一

体
化
し
て
川
が
増
水
し
て
も
橋
が
被
災

し
な
い
よ
う
な
特
殊
工
法
を
用
い
て
、

災
害
復
旧
工
事
を
行
っ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

協
会
で
は
、
建
設
技
術
の
向
上
に
寄

与
す
る
た
め
、
県
内
の
建
設
業
者
が
受

注
し
た
公
共
工
事
(ま
た
は
業
務
)を
対

象
に
、
優
秀
な
建
設
事
業
等
を
行
っ
た

企
業
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

８
月
20
日
、
市
役
所
で
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、
今

回
新
た
に
(株
)菅
野
測
量
設
計
に
表
示

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
示
証
は
、
会
社
勤
務
中
の
団

員
が
万
一
の
災
害
時
に
出
動
で
き
る
よ

う
に
協
力
す
る
事
業
所
に
交
付
す
る
も

の
で
、
本
市
で
は
平
成
20
年
か
ら
こ
の

制
度
の
運
用
を
開
始
し
て
お
り
、
こ
の

制
度
で
認
定
さ
れ
た
事
業
所
は
こ
れ
で

20
カ
所
に
な
り
ま
し
た
。

(株
)菅
野
測
量
設
計
本
間
政
人
代
表

取
締
役
は
「
会
社
と
し
て
も
消
防
団
に

協
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。





消防団協力事業所表示証を交付された
㈱菅野測量設計本間代表取締役(写真中央)

市長より勲章と勲記を手渡された豊島氏(写真右）

受賞の報告に市役所を訪れた三共開
発㈱石山代表取締役(写真左）

第
１
回
審
議
会
で
は
、
会
に
先

立
ち
委
員
22
人
へ
市
長
か
ら
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
、
会
長
に
笹
原
光

政
氏
（
尾
花
沢
市
連
合
区
長
会
会

長
）、
副
会
長
に
川
村
一
義
氏
（
山

形
大
学
准
教
授
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

市
長
か
ら
は
「
次
期
計
画
は
、

誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
尾
花
沢
を
目
指
し
て
、
市
民
と

行
政
が
連
携
し
て
未
来
に
誇
れ
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
も
の
と
し
た
い
。」
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
協
議
で
は
、
先
に
市

民
を
対
象
に
行
わ
れ
た
「
尾
花
沢

市
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

調
査
結
果
（
市
報
お
ば
な
ざ
わ
７

月
15
日
号
掲
載
）
と
、
第
６
次
総

合
振
興
計
画
の
検
証
結
果
、
さ
ら

に
、「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の

開
催
状
況
が
報
告
さ
れ
、
次
期
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
今
後
の
方

針
と
基
本
構
想
の
枠
組
み
等
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
、「
子
ど
も
の
保
育
や
教

育
環
境
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
重
要
で
は
な
い
か
」
や
、「
人
口

減
少
対
策
で
は
移
住
者
の
視
点
が

必
要
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見

▲第１回審議会の様子。22人の委員が今後10年間
のまちづくりの基本構想と計画について協議を
行い、原案をまとめます。

令和３年度から10年間のまちづくりの指針となる「第７次総
合振興計画」の策定に向けて、学識経験者や団体、関係機関の代
表者で構成される「総合企画審議会」を設置し、８月19日に第１
回の審議会を開催しました。

▲｢第７次総合振興計画｣策定について審
議会の意見を求めるため、市長から笹
原会長へ｢諮問書｣が手渡されました。

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
今
後
４
回
に
わ

た
り
協
議
を
重
ね
て
計
画
(案
)を

ま
と
め
、
来
年
２
月
に
開
催
す
る

第
５
回
審
議
会
で
市
長
へ
答
申
す

る
予
定
で
す
。



８
月
21
日
、
福
原
小
６
年
生
が
縄
文

時
代
の
火
起
こ
し
と
土
器
の
野
焼
き
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
火
起
こ
し
は
木
の
ハ

ン
ド
ル
を
上
下
さ
せ
る
と
真
ん
中
の
木

が
回
転
し
、
下
の
板
と
の
摩
擦
で
火
種

が
で
き
る
仕
組
み
。
互
い
に
声
援
を
送

り
合
い
、
１
時
間
以
上
夢
中
で
取
り
組

み
ま
し
た
が
、
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
。
代
わ

り
に
火
付
け
石
で
火
を
起
こ
し
土
器
を

焼
き
上
げ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
材
料

集
め
か
ら
作
り
上
げ
た
土
器
で
抹
茶
を

飲
む
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

福
原
小
学
校
火
起
こ
し
体
験

野
焼
き
で
縄
文
土
器
づ
く
り
に
挑
戦

居
合
道
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
細
野
地

区
の
釜
ケ
沢
大
明
神
奥
の
院
で
、
居
合

道
の
奉
納
演
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

拝
後
は
同
地
区
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
蔵

で
例
大
祭
が
行
わ
れ
、
剣
士
の
皆
さ
ん

が
地
区
の
方
々
を
前
に
演
武
を
披
露
。

素
早
く
力
強
い
剣
さ
ば
き
に
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
剣
士
代
表
の
鈴
木
伸
昌

先
生
は
「
昭
和
41
年
に
始
ま
っ
た
例
大

祭
が
続
い
て
い
る
の
は
、
奥
の
院
ま
で

の
参
道
を
整
備
し
て
い
る
地
区
の
方
の

お
か
げ
で
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

釜
ケ
沢
大
明
神
奥
の
院
例
大
祭

電
光
石
火
の
早
業
を
披
露

｢二
ツ
森
｣は
、
南
峰
で
あ
る
女
山
と

北
峰
で
あ
る
男
山
の
２
つ
の
峰
が
連
な

る
山
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
女
山
ま
で
の

登
山
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
二
ツ
森
観
光
開
発
促
進
委
員
会
」で
は
、

刈
払
い
や
ロ
ー
プ
設
置
な
ど
を
行
い
、

こ
の
た
び
新
た
に
男
山
の
登
山
ル
ー
ト

も
整
備
し
ま
し
た
。

男
山
は
女
山
よ
り
も
少
し
難
易
度
の

高
い
ル
ー
ト
で
す
が
、
女
山
と
は
ま
た

違
っ
た
登
頂
の
喜
び
と
頂
上
か
ら
の
眺

望
が
味
わ
え
そ
う
で
す
。

玉
野
地
区
シ
ン
ボ
ル
の
山
｢二
ツ
森
」

男
山
の
登
山
道
を
新
た
に
整
備

新
た
な
ル
ー
ト
に
挑
戦
！

御
堂
森
｢山
の
日
｣記
念
登
山

７
月
22
日
、
常
盤
小
１
・
２
年
生
18

人
が
、
新
鶴
子
ダ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。

村
山
北
部
土
地
改
良
区
職
員
か
ら
「
新

鶴
子
ダ
ム
は
農
業
用
に
作
ら
れ
た
も
の

で
、
岩
石
や
土
砂
を
積
み
上
げ
て
建
設

し
た
。」
な
ど
説
明
を
受
け
、
め
っ
た
に

入
る
こ
と
の
で
き
な
い
ダ
ム
の
内
部
も

見
学
し
、
ダ
ム
内
部
に
あ
る
長
い
階
段

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
地
元
常
盤
地
区
に
あ

る
ダ
ム
の
役
割
を
通
し
、
水
の
大
切
さ

や
農
業
へ
の
関
り
を
勉
強
し
ま
し
た
。

巨
大
な
ダ
ム
を
真
近
に
体
感

常
盤
小
学
校
｢新
鶴
子
ダ
ム
｣見
学

例年８月27日・28日に開催される「おば
なざわ花笠まつり」が、今年は新型コロナ
ウイルスの影響により中止となりました。
まつりの雰囲気を少しでも感じてもらおう
と、27日の諏訪神社例祭神事の様子を
｢YouTube」で配信。また、夕方からは｢ま
つりばやし」の演奏が奉納され、近所の方々
がお囃子の音色を味わっていました。

花笠まつりの雰囲気を味わって
諏訪神社で｢まつりばやし｣演奏
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８
月
10
日
、
細
野
地
区
で
第
５
回
御

堂
森
｢山
の
日
｣記
念
登
山
が
行
わ
れ
、

44
人
が
参
加
。
今
回
は
国
土
地
理
院
に

新
た
に
登
録
さ
れ
た
登
山
道
の
お
披
露

目
も
兼
ね
て
お
り
、
全
長
約
9.5
㎞
、
登

り
と
下
り
合
わ
せ
て
約
８
時
間
の
行
程

に
挑
み
ま
し
た
。
途
中
か
な
り
急
な
斜

面
も
あ
っ
て
難
易
度
が
高
く
、
猛
暑
と

な
っ
た
こ
の
日
は
特
に
厳
し
い
登
山
で

し
た
が
、
長
い
道
の
り
か
ら
帰
着
し
た

参
加
者
た
ち
は
、
達
成
感
と
爽
快
感
に

浸
っ
て
い
ま
し
た
。

８
月
７
日
、
宮
沢
地
区
で
子
ど
も
体

験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
13
人
は
、
公
民
館

で
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
作
り
を
体
験
。
カ
ラ
フ
ル
な
セ
ロ
ハ

ン
を
張
り
付
け
た
素
敵
な
ラ
ン
プ
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
市
野
々
に

移
動
し
、
窯
焼
き
ピ
ザ
作
り
に
挑
戦
。

尾
花
沢
産
小
麦
で
作
っ
た
ピ
ザ
生
地
に

夏
野
菜
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
、「
な
た
ぎ

り
窯
の
会
」
の
方
か
ら
焼
い
て
も
ら
っ

た
熱
々
ピ
ザ
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

手
づ
く
り
体
験
で
夏
の
思
い
出
を

夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室



玉野小学校６年
(下原田)大山 愛花さん

あい か

(母袋)近藤 瑞姫さん
みず き

( )玉野小学校
６年生13人
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小
学
生
の
時
か
ら
野
球
を
続
け
て
い
る
陽
菜
さ
ん
は
、

「
２
番
は
お
前
の
た
め
に
取
っ
て
る
か
ら
」
と
監
督
か
ら

の
熱
烈
な
勧
誘
を
受
け
て
、
今
年
か
ら
中
学
女
子
野
球

チ
ー
ム
「
ス
マ
イ
ル
ガ
ー
ル
ズ
」
に
加
入
し
ま
し
た
。

試
合
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
チ
ー
ム
に
勝
利

を
も
た
ら
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
打
者
の
少
し
の
重

心
の
変
化
を
読
み
取
り
「
盗
塁
し
そ
う
。
け
ん
制
し
て
」

の
合
図
を
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
送
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の

魅
力
は
自
分
だ
け
皆
と
違
う
方
向
を
向
い
て
い
る
と
こ
ろ

だ
そ
う
。

大
好
き
な
野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
嫌
々
連
れ
て
行

か
れ
た
弟
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
体
験
練
習
。
全
然
打
て

な
い
し
、
上
手
に
は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
と
て
も
楽
し

か
っ
た
そ
う
で
す
。

目
標
は
９
月
の
東
北
地
方
女
子
野
球
大
会
で
２
日
目
に

残
る
こ
と
。
２
日
目
に
何
か
あ
る
の
？
と
聞
い
て
み
る
と
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
一
人
が
１
日
目
は
試
合
に
出
ら
れ
ず
２

日
目
か
ら
参
加
す
る
と
の
こ
と
。
そ
の
子
と
一
緒
に
試
合

に
出
る
と
約
束
し
た
か
ら
、
絶
対
に
２
日
目
に
残
る
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

「
２
日
目
ま
で
残
り
ま
す
！
」

福原中学校２年

戸田 陽菜 さん
(芦沢駅前)

の

｢ピンチはチャンス！」
コロナ禍の中だからこ
そ、みんなのアイデア
が生きてきます。「ど
のようにしたらできる
か」などを工夫しなが
ら、一緒に卒業の日を
迎えましょう。

溝越 敬子 先生

市野々のお宝炭焼窯
姿を変えてピザ窯へ

成
し
、
雪
ま
つ
り
や
ド
ツ
キ
市
な
ど
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店

し
て
い
ま
す
。
移
動
式
の
土
色
の
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
は
、
子
ど

も
や
お
年
寄
り
も
１
枚
ぺ
ろ
っ
と
た
い
ら
げ
る
美
味
し
さ
。

昔
、
市
野
々
地
区
で
は
現
金
収
入
と
し
て
炭
焼
き
が
盛
ん
で
、

８
割
以
上
が
個
人
所
有
し
て
い
た
炭
焼
窯
は
市
野
々
の
お
宝
で

し
た
。
尾
花
沢
市
主
催
の
行
事
｢地
域
の
お
宝
さ
が
し
｣で
、
市

野
々
地
区
の
有
志
が
炭
焼
窯
に
目
を
つ
け
、
ピ
ザ
を
焼
い
た
ら

お
も
し
ろ
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
盛
り
上
が
り
、
山
口
恵
次
さ
ん

監
修
の
も
と
ピ
ザ
窯
が
完
成
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
っ
て
い
る
最
近
は
、

尾
花
沢
産
の
全
粒
粉
小
麦

を
使
っ
た
オ
ー
ル
尾
花
沢

産
ピ
ザ
の
完
成
に
向
け
て

試
作
中
。
皆
と
集
ま
っ
て
、

美
味
し
く
焼
き
上
げ
る
方

法
や
次
は
ど
ん
な
活
動
を

し
よ
う
か
相
談
す
る
の
が

と
て
も
楽
し
い
そ
う
で
す
。

▲温度は500℃～600℃。１分程度でピザが
焼き上がる。

編集委員の皆さん

左から 渡辺康聖 石垣陽暉 伊藤由那
vol.46

北村山高校では、８月に豪雨災害の復旧
ボランティアを行いました。また、中学
生向けの学校説明会を行いました。

７
月
末
、
豪
雨
に
よ
り
最
上
川
が
氾

濫
し
、
尾
花
沢
市
や
大
石
田
町
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
北
村
山
高
校
で
も
一

時
、
一
部
の
生
徒
が
登
校
で
き
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
影
響
で
断
水

と
な
り
、
北
村
山
高
校
で
は
運
動
部
が

尾
花
沢
市
役
所
で
給
水
活
動
の
補
助
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動
ご
と
に
、

浸
水
被
害
を
受
け
た
家
屋
の
瓦
礫
の
片

付
け
や
掃
除
な
ど
の
手
伝
い
を
行
い
ま

し
た
。
私
達
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

し
て
災
害
の
怖
さ
や
助
け
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

８
月
１
日
に
は
、
中
学
生
に
向
け
た

学
校
説
明
会
が
あ
り
、
生
徒
会
執
行
部

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
校
内
の
案

内
を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
皆
さ
ん

か
ら
た
く
さ
ん
の
参
加
を
頂
き
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
多
く
の
中
学
生

の
皆
さ
ん
が
北
村
山
高
校
に
入
学
し
て

く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

｢な
た
ぎ
り
窯
の
会
」
で
は
、
か
つ
て
市
野
々

で
盛
ん
だ
っ
た
炭
焼
窯
の
技
術
で
ピ
ザ
窯
を
作

断水地区のために！ 部活動の様子を中学生へ！ 学校の魅力を紹介！

なたぎり窯の会
わ
た
し
た
ち
は
、「
め
ざ
せ
！
か
っ
こ
い

い
６
年
生
」
を
合
言
葉
に
、
み
ん
な
で
協
力

す
る
こ
と
や
い
ろ
い
ろ
な
挑
戦
を
す
る
こ
と

を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

６
年
生
に
な
り
、
全
員
が
縦
割
り
班
の
班

長
・
副
班
長
に
な
り
ま
し
た
。
低
学
年
に
教

え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
新
た
な
挑
戦
の
一
つ
と
と
ら
え
て
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
日
常
の
中
で
も
、
わ
た
し
た
ち
は
、

毎
日
前
向
き
に
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

｢め
ざ
せ
！
か
っ
こ
い
い
６
年
生
」

もうひと踏ん張り！

▲なたぎり窯の会の皆さん

ひな



30
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
第
24
弾
元
気

お
ば
ね
商
品
券
」
を
10
月
に
販
売
し
ま

す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

■
購
入
ま
で
の
手
順
／

①
専
用
ハ
ガ
キ
に
て
申
し
込
み
。(市
報

お
知
ら
せ
版
10
月
１
日
号
に
ハ
ガ
キ

と
取
扱
店
一
覧
が
折
込
み
さ
れ
ま
す
)

※
10
月
８
日
(木
)消
印
有
効

②
購
入
券
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

③
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
て
購
入
。

※
購
入
期
間
…
10
月
16
日
(金
)〜
10
月

18
日
(日
)

■
販
売
内
容
／
１
セ
ッ
ト
１
万
円

商
品
券
は
、
共
通
券
と
専
用
券
の
２

種
類
で
１
セ
ッ
ト
で
す
。

◎
共
通
券
…
加
盟
店
全
店
で
利
用
で
き

る
券
（
千
円
券
５
枚
）

◎
専
用
券
…
大
型
店
以
外
の
加
盟
店
で

利
用
で
き
る
券
（
千
円
券
８
枚
）

■
販
売
数
／
３
千
セ
ッ
ト

※
１
世
帯
３
セ
ッ
ト
ま
で

■
利
用
期
限
／
令
和
３
年
１
月
31
日
(日
)

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、
購
入
時
は
マ
ス
ク
着
用
の

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
【内
線
254
】

商
店
街
協
同
組
合
☎
(22
)３
６
０
０

商
工
会
☎
(22
)０
１
２
８
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一
定
の
条
件
を
満
た
す
移
住
世
帯
が

賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
場
合
、
そ
の
家

賃
の
一
部
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
世
帯
／
①
令
和
２
年
３
月
１
日

以
降
に
県
外
か
ら
県
内
の
市
町
村
に

転
入
さ
れ
た
方
。
②
転
入
前
に
公
的

相
談
窓
口
等
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
。

③
会
社
等
の
転
勤
や
進
学
に
よ
る
異

動
で
な
い
こ
と
。

■
補
助
対
象
／
民
間
及
び
市
町
村
空
き

家
バ
ン
ク
の
賃
貸
住
宅
の
家
賃

■
補
助
金
額
／
月
額
最
大
１
万
円

(転
入
翌
月
か
ら
最
大
24
月
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
ふ
る
さ
と
山
形
移

住
・
定
住
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
(687
)０
７
７
７

取
引
や
証
明
な
ど
に
使
用
す
る
「
は

か
り
」
は
、
２
年
に
１
度
の
定
期
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
計
量

協
会
よ
り
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

第
24
弾
プ
レ
ミ
ア
ム
付

元
気
お
ば
ね
商
品
券
の
販
売

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
安
定
的
な
血
液
確
保
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
「
尾
花
沢
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
」
会
員
が
お
世
話
す
る
と
と

も
に
、
記
念
品
を
準
備
し
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
献
血
方
法
別
の
採
血
基
準

月
額
最
大
１
万
円
！

県
に
よ
る
移
住
世
帯
へ
の

家
賃
補
助
制
度
ス
タ
ー
ト

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

■
日
時
／
10
月
20
日
(火
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／

尾
花
沢
市
消
防
本
部
２
階
会
議
室

■
受
講
料
／
会

員
：
１
千
500
円

非
会
員
：
２
千
円

■
テ
キ
ス
ト
代
／
１
千
800
円
(税
込
）

■
申
込
先
／
尾
花
沢
市
消
防
本
部
窓
口

■
定
員
／
15
人

■
申
込
期
間
／
９
月
25
日
(金
）

〜
10
月
９
日
(金
）

※
受
講
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
尾
花
沢

市
・
大
石
田
町
在
住
の
方
、
も
し
く

は
勤
務
先
が
尾
花
沢
市
・
大
石
田
町

の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
講
習
会

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
尾
花
沢
市
大
石
田
町
危
険
物
安
全
協

会

☎
(22
)１
１
３
１

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ

時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
重
大
事
故
に
つ

な
が
る
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
県

民
一
人
ひ
と
り
が
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

〜
ゆ
ず
り
合
い

笑
顔
と
ゆ
と
り
の

山
形
路
〜

■
運
動
の
重
点
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
防
止
対
策
に
万
全
を
期
し

て
推
進
し
よ
う
。

①
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
と
自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保

②
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

と
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の
防
止

問
市
民
税
務
課
市
民
生
活
係

【内
線
136
・
137
】

９
月
21
日
〜
９
月
30
日
は

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
で
す

モンテディオ山形 尾花沢市応援デー
｢雪降り和牛｣とマグネットリボン募金を贈呈
８月23日(日)天童市のNDソフトスタジア
ム山形で、モンテディオ山形尾花沢市応援デ
ーが行われました。会場では、石山副市長か
らモンテディオ山形の相田社長へ尾花沢牛振
興協議会提供による｢雪降り和牛尾花沢｣を贈
呈。また、市民から集められた｢マグネット
リボン募金｣をチームへ手渡しました。
さらに、マッチデープレゼントとして｢尾花
沢すいか｣20個を提供しました。
【試合結果】
モンテディオ山形３－１ヴァンフォーレ甲府

○
市
内
公
立
・
私
立
保
育
園
及
び
市
役

所
へ

●
す
い
か

30
個
(三
浦

好
昭
氏
）

｢は
か
り
｣の
定
期
検
査
に
ご
協
力
を

10
月
10
日
〜
10
月
11
日
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
ま
る
だ
し
尾
花
沢
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
る
皆
様
の
安
心
安
全
を
最

優
先
に
考
え
て
の
決
定
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
理
解
と
ご
了
承
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
ま
る
だ
し
尾
花
沢
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

部
会
(商
工
会
内
）

☎
(22
)０
１
２
８

■
場
所
／
市
役
所

車
庫
(庁
舎
西
側
）

問
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
【内
線
254
】

検
査
日

地

区

検
査
時
間

９
月
28
日

(月
)

宮

沢
午
前
10
時
30
分

〜
昼
12
時

玉

野
午
後
１
時

〜
午
後
２
時
30
分

９
月
29
日

(火
)

常

盤
午
前
10
時
30
分

〜
昼
12
時

福

原
午
後
１
時

〜
午
後
２
時
30
分

９
月
30
日

(水
)

尾
花
沢
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分

性 別 男 性 女 性

献血量 400㎖

年齢 満17歳～69歳 満18歳～69歳

体重 50㎏以上

所要時間 受付から終了まで20分～30分

年間献血回数 ３回以内 ２回以内

年間献血量 全血採血とあわせて男性1200ml、女性800ml

献血間隔 12週間後の同じ曜日から可 16週間後の同じ曜日から可

■
日
程
／
９
月
24
日
(木
)

■
受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所
／
市
役
所
１
階
保
健
セ
ン
タ
ー

■
注
意
事
項
／

・
成
分
献
血
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
65
歳
以
上
の
方
は
60
〜
64
歳
の
間
に

献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

・
感
染
症
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ

て
実
施
し
ま
す
。

・
問
診
に
て
、
体
調
不
良
等
の
場
合
は

献
血
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
健
康
増
進
課
健
康
指
導
係

【内
線
622
】

学
校
給
食
放
射
性
物
質
測
定
結
果

８
月
27
日
に
給
食
で
使
用
さ
れ
た
県

外
産
食
材
(新
潟
県
産
エ
リ
ン
ギ
)に
つ

い
て
事
前
に
検
査
し
た
結
果
、
放
射
性

ヨ
ウ
素
・
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

問
こ
ど
も
教
育
課
学
校
給
食
共
同
調

理
場

☎
(24
)３
５
５
６

第
20
回
ま
る
だ
し
尾
花
沢

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
中
止
の
お
知
ら
せ

結
婚
の
相
談
、
親
御
さ
ん
の
相
談
、

な
ん
で
も
乗
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
♪
（
事
務
局
ま
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。）

■
日
時
／
９
月
27
日
(日
)

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
宮
沢
地
区
公
民
館

問
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
ネ
ッ
ト
事
務
局
（
社
会
教

育
課
内
)【内
線
460
】

M
ail:lalanet@
city.obanazaw
a.

yam
agata.jp

宮
沢
地
区
個
別
結
婚
相
談
会
開
催
！



10月１日から乳児ロタウイルス予防接種が定期接種となります10月１日から乳児ロタウイルス予防接種が定期接種となります

インフルエンザ予防接種費用の
一部を助成します

インフルエンザ予防接種費用の
一部を助成します
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令和２年度高齢者インフルエンザ予防接種
新型コロナウイルス感染症が拡大する中、今冬はインフルエンザとの同時流行が懸念されま
す。高齢者の方は重症化を予防するため、早めにインフルエンザ予防接種をうけていただきま
すようお願いします。
■対象者／①市に住所を有し、予防接種日現在で満65歳以上の方

②60歳以上65歳未満の市民で、心臓、腎臓、または呼吸器の機能に自己の身辺の日
常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する方及びヒト免疫不全ウイルス
により、免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

■助成期間／令和２年10月１日～令和３年１月31日
■接種場所／市内医療機関、または北村山及び県内で指定された医療機関
■助成額／1,900円(北村山地区での接種料金は3,900円ですので、自己負担額は2,000円となります。）
※県内の医療機関（北村山地区を除く）の場合は、医療機関へ直接お問い合わせください。
※生活保護世帯は無料ですが、健康増進課で事前の申請が必要です。
■医療機関へ持参する物／保険証、健康手帳（持っていない方は健康増進課まで）

令和２年度子どものインフルエンザ予防接種
■対象者／市に住所を有し、予防接種日現在で1歳以上中学3年生までの方
■助成期間／令和２年10月１日～令和３年１月31日
■接種回数／接種日現在で１歳～13歳未満は２回接種。13歳以上中学３年生までは１回接種。
■接種場所／市内医療機関及び北村山地区内子どもインフルエンザ受託医療機関。

※医療機関によっては予約が必要な場合もあります。
※受託医療機関については、医療機関または健康増進課にご確認ください。

■助成額／1回の接種につき、1,900円または予防接種費のいずれか低い額を助成します。
接種料金は各医療機関や回数によって異なります。

■医療機関へ持参する物／接種券（市外の医療機関のみ。健康増進課の窓口で発行）
予診票（健康増進課または各医療機関に準備しています）
保険証、母子健康手帳

対象は令和２年８月１日以降に生まれた乳児。
令和２年10月１日より前に任意接種されると助成の対象外となるので
ご注意ください。
詳しくは『子ども健康手帳』をご確認いただくか、
健康増進課健康指導係までお問い合わせください。

■問い合わせ先 健康増進課 健康指導係【内線620・621・622】


